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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局が、伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって通知された伝送速度を用
いて、上りユーザデータを送信する移動通信方法であって、
　無線制御装置が、前記無線基地局に対して、前記移動局に割り当て可能な複数の伝送速
度制御チャネル用チャネライゼーションコードを指定する工程Ａと、
　前記無線基地局が、前記移動局からの通信開始要求を受信した場合、前記工程Ａにおい
て指定された前記複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から、
最も少ない数の移動局に対して割り当てられている伝送速度制御チャネル用チャネライゼ
ーションコードを選択する工程Ｂと、
　前記無線基地局が、前記工程Ｂにおいて選択された前記伝送速度制御チャネル用チャネ
ライゼーションコードを、前記移動局に割り当てる工程Ｃと、
　前記移動局が、前記工程Ｃにおいて割り当てられた前記伝送速度制御チャネル用チャネ
ライゼーションコードに対応する伝送速度制御チャネルを介して通知された伝送速度を用
いて、上りユーザデータを送信する工程Ｄとを有することを特徴とする移動通信方法。
【請求項２】
　移動局が、伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって通知された伝送速度を用
いて、上りユーザデータを送信するように構成されている移動通信システムであって、
　無線制御装置は、前記無線基地局に対して、前記移動局に割り当て可能な複数の伝送速
度制御チャネル用チャネライゼーションコードを指定するように構成されており、
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　前記無線基地局は、前記移動局からの通信開始要求を受信した場合、前記無線制御装置
によって指定された前記複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中
から、最も少ない数の移動局に対して割り当てられている伝送速度制御チャネル用チャネ
ライゼーションコードを選択し、選択された該伝送速度制御チャネル用チャネライゼーシ
ョンコードを該移動局に割り当てるように構成されており、
　前記移動局は、前記無線基地局によって割り当てられた前記伝送速度制御チャネライゼ
ーションコードに対応する伝送速度制御チャネルを介して通知された伝送速度を用いて、
上りユーザデータを送信するように構成されていることを特徴とする移動通信システム。
【請求項３】
　前記無線基地局は、前記無線制御装置によって指定された前記複数の伝送速度制御チャ
ネル用チャネライゼーションコードのうち、前記移動局のグループ識別子に対応する伝送
速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から、最も少ない数の移動局に対し
て割り当てられている伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを選択するよ
うに構成されていることを特徴とする請求項２に記載の移動通信システム。
【請求項４】
　前記無線基地局は、複数の前記伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを
選択した場合、選択した該伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から
、最も小さい識別番号を有する伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを、
前記移動局に割り当てるように構成されていることを特徴とする請求項２又は３に記載の
移動通信システム。
【請求項５】
　移動局が、伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって通知された伝送速度を用
いて、上りユーザデータを送信する移動通信方法であって、
　無線制御装置が、前記無線基地局に対して、前記移動局に割り当て可能な複数の伝送速
度制御チャネル用チャネライゼーションコードを指定する工程Ａと、
　前記無線基地局が、前記移動局からの通信開始要求を受信した場合、前記工程Ａにおい
て指定された前記複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から、
過去の所定期間において最も多く伝送速度を通知した伝送速度制御チャネルに対応する伝
送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを選択する工程Ｂと、
　前記無線基地局が、前記工程Ｂにおいて選択された前記伝送速度制御チャネル用チャネ
ライゼーションコードを、前記移動局に割り当てる工程Ｃと、
　前記移動局が、前記工程Ｃにおいて割り当てられた前記伝送速度制御チャネル用チャネ
ライゼーションコードに対応する伝送速度制御チャネルを介して通知された伝送速度を用
いて、上りユーザデータを送信する工程Ｄとを有することを特徴とする移動通信方法。
【請求項６】
　移動局が、伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって通知された伝送速度を用
いて、上りユーザデータを送信するように構成されている移動通信システムで用いられる
無線基地局であって、
　前記移動局からの通信開始要求を受信した場合、無線制御装置によって指定された複数
の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から、最も少ない数の移動局
に対して割り当てられている伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを選択
し、選択された該伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを該移動局に割り
当てる割当部を具備することを特徴とする無線基地局。
【請求項７】
　前記割当部は、前記無線制御装置によって指定された前記複数の伝送速度制御チャネル
用チャネライゼーションコードのうち、前記移動局のグループ識別子に対応する伝送速度
制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から、最も少ない数の移動局に対して割
り当てられている伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを選択するように
構成されていることを特徴とする請求項６に記載の無線基地局。
【請求項８】
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　前記割当部は、複数の前記伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを選択
した場合、選択した該伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から、最
も小さい識別番号を有する伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを、前記
移動局に割り当てるように構成されていることを特徴とする請求項６又は７に記載の無線
基地局。
【請求項９】
　移動局が、伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって通知された伝送速度を用
いて、上りユーザデータを送信するように構成されている移動通信システムで用いられる
無線基地局であって、
　前記移動局からの通信開始要求を受信した場合、無線制御装置によって指定された複数
の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から、過去の所定期間におい
て最も多く伝送速度を通知した伝送速度制御チャネルに対応する伝送速度制御チャネル用
チャネライゼーションコードを選択し、選択された該伝送速度制御チャネル用チャネライ
ゼーションコードを該移動局に割り当てる割当部を具備することを特徴とする無線基地局
。
【請求項１０】
　前記工程Ｂにおいて、前記無線基地局が、前記移動局からの通信開始要求を受信した場
合、前記工程Ａにおいて指定された前記複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーシ
ョンコードの中から、単位時間において最も少ない数の移動局に対して割り当てられてい
る伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを選択することを特徴とする請求
項１に記載の移動通信方法。
【請求項１１】
　前記無線基地局は、前記移動局からの通信開始要求を受信した場合、前記無線制御装置
によって指定された前記複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中
から、単位時間において最も少ない数の移動局に対して割り当てられている伝送速度制御
チャネル用チャネライゼーションコードを選択し、選択された該伝送速度制御チャネル用
チャネライゼーションコードを該移動局に割り当てるように構成されていることを特徴と
する請求項２に記載の移動通信システム。
【請求項１２】
　前記割当部は、前記移動局からの通信開始要求を受信した場合、前記無線制御装置によ
って指定された前記複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から
、単位時間において最も少ない数の移動局に対して割り当てられている伝送速度制御チャ
ネル用チャネライゼーションコードを選択し、選択された該伝送速度制御チャネル用チャ
ネライゼーションコードを該移動局に割り当てるように構成されていることを特徴とする
請求項６に記載の無線基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局が伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって通知された伝送
速度を用いて上りユーザデータを送信する移動通信方法、移動通信システム及び無線基地
局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１に示すように、３ＧＰＰで規定されているＥＵＬ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｕｐｌｉｎ
ｋ）/ＨＳＵＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ
）方式が採用されている移動通信システムでは、移動局ＵＥが、伝送速度制御チャネル（
Ｅ-ＡＧＣＨ：Ｅ-ＤＣＨ　Ａｂｓｏｌｕｔｅ　Ｇｒａｎｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して無
線基地局ＮｏｄｅＢによって通知された伝送速度を用いて、上りユーザデータを送信する
ように構成されている。
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ２５.４３３　Ｖ６.１５.０
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、３ＧＰＰでは、Ｅ-ＡＧＣＨ用チャネライゼーションコード（以下、Ｅ-
ＡＧＣＨ用ＣＣ）を各移動局ＵＥに対して割り当てる方法について規定されていない。
【０００４】
　したがって、図１３に示すように、特定のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ（図１３の例では、Ｅ-Ａ
ＧＣＨ用ＣＣ＃０）だけが多数の移動局ＵＥ（図１３の例では、移動局ＵＥ＃１、＃８、
＃４、＃２、＃５）に対して割り当てられている場合には、無線基地局ＮｏｄｅＢが、当
該特定のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが用いられるＥ-ＡＧＣＨを所望の移動局ＵＥに対して送信す
ることができなかったり、各Ｅ-ＡＧＣＨの送信頻度に偏りが生じてしまったりするとい
う問題点があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣを複
数の移動局ＵＥに対して均等に割り当てることによって、特定のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが用
いられるＥ-ＡＧＣＨを所望の移動局ＵＥに対して送信することができなかったり、各Ｅ-
ＡＧＣＨの送信頻度に偏りが生じてしまったりするという問題点を解決することができる
移動通信方法、移動通信システム及び無線基地局を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の特徴は、移動局が、伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって
通知された伝送速度を用いて、上りユーザデータを送信する移動通信方法であって、無線
制御装置が、前記無線基地局に対して、前記移動局に割り当て可能な複数の伝送速度制御
チャネル用チャネライゼーションコードを指定する工程Ａと、前記無線基地局が、前記移
動局からの通信開始要求を受信した場合、前記工程Ａにおいて指定された前記複数の伝送
速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から、最も少ない数の移動局に対し
て割り当てられている伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを選択する工
程Ｂと、前記無線基地局が、前記工程Ｂにおいて選択された前記伝送速度制御チャネル用
チャネライゼーションコードを、前記移動局に割り当てる工程Ｃと、前記移動局が、前記
工程Ｃにおいて割り当てられた前記伝送速度制御チャネライゼーションコードに対応する
伝送速度制御チャネルを介して通知された伝送速度を用いて、上りユーザデータを送信す
る工程Ｄとを有することを要旨とする。
【０００７】
　本発明の第２の特徴は、移動局が、伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって
通知された伝送速度を用いて、上りユーザデータを送信するように構成されている移動通
信システムであって、無線制御装置は、前記無線基地局に対して、前記移動局に割り当て
可能な複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを指定するように構成
されており、前記無線基地局は、前記移動局からの通信開始要求を受信した場合、前記無
線制御装置によって指定された前記複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーション
コードの中から、最も少ない数の移動局に対して割り当てられている伝送速度制御チャネ
ル用チャネライゼーションコードを選択し、選択された該伝送速度制御チャネル用チャネ
ライゼーションコードを該移動局に割り当てるように構成されており、前記移動局は、前
記無線基地局によって割り当てられた前記伝送速度制御チャネライゼーションコードに対
応する伝送速度制御チャネルを介して通知された伝送速度を用いて、上りユーザデータを
送信するように構成されていることを要旨とする。
【０００８】
　本発明の第２の特徴において、前記無線基地局は、前記無線制御装置によって指定され
た前記複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードのうち、前記移動局の
グループ識別子に対応する伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から
、最も少ない数の移動局に対して割り当てられている伝送速度制御チャネル用チャネライ
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ゼーションコードを選択するように構成されていてもよい。
【０００９】
　本発明の第２の特徴において、前記無線基地局は、複数の前記伝送速度制御チャネル用
チャネライゼーションコードを選択した場合、選択した該伝送速度制御チャネル用チャネ
ライゼーションコードの中から、最も小さい識別番号を有する伝送速度制御チャネル用チ
ャネライゼーションコードを、前記移動局に割り当てるように構成されていてもよい。
【００１０】
　本発明の第３の特徴は、移動局が、伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって
通知された伝送速度を用いて、上りユーザデータを送信する移動通信方法であって、無線
制御装置が、前記無線基地局に対して、前記移動局に割り当て可能な複数の伝送速度制御
チャネル用チャネライゼーションコードを指定する工程Ａと、前記無線基地局が、前記移
動局からの通信開始要求を受信した場合、前記工程Ａにおいて指定された前記複数の伝送
速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から、過去の所定期間において最も
多く伝送速度を通知した伝送速度制御チャネルに対応する伝送速度制御チャネル用チャネ
ライゼーションコードを選択する工程Ｂと、前記無線基地局が、前記工程Ｂにおいて選択
された前記伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを、前記移動局に割り当
てる工程Ｃと、前記移動局が、前記工程Ｃにおいて割り当てられた前記伝送速度制御チャ
ネル用チャネライゼーションコードに対応する伝送速度制御チャネルを介して通知された
伝送速度を用いて、上りユーザデータを送信する工程Ｄとを有することを要旨とする。
【００１１】
　本発明の第４の特徴は、移動局が、伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって
通知された伝送速度を用いて、上りユーザデータを送信するように構成されている移動通
信システムで用いられる無線基地局であって、前記移動局からの通信開始要求を受信した
場合、前記無線制御装置によって指定された前記複数の伝送速度制御チャネル用チャネラ
イゼーションコードの中から、最も少ない数の移動局に対して割り当てられている伝送速
度制御チャネル用チャネライゼーションコードを選択し、選択された該伝送速度制御チャ
ネル用チャネライゼーションコードを該移動局に割り当てる割当部を具備することを要旨
とする。
【００１２】
　本発明の第４の特徴において、前記割当部は、前記無線制御装置によって指定された前
記複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードのうち、前記移動局のグル
ープ識別子に対応する伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードの中から、最
も少ない数の移動局に対して割り当てられている伝送速度制御チャネル用チャネライゼー
ションコードを選択するように構成されていてもよい。
【００１３】
　本発明の第４の特徴において、前記割当部は、複数の前記伝送速度制御チャネル用チャ
ネライゼーションコードを選択した場合、選択した該伝送速度制御チャネル用チャネライ
ゼーションコードの中から、最も小さい識別番号を有する伝送速度制御チャネル用チャネ
ライゼーションコードを、前記移動局に割り当てるように構成されていてもよい。
【００１４】
　本発明の第５の特徴は、移動局が、伝送速度制御チャネルを介して無線基地局によって
通知された伝送速度を用いて、上りユーザデータを送信するように構成されている移動通
信システムで用いられる無線基地局であって、前記移動局からの通信開始要求を受信した
場合、前記無線制御装置によって指定された前記複数の伝送速度制御チャネル用チャネラ
イゼーションコードの中から、過去の所定期間において最も多く伝送速度を通知した伝送
速度制御チャネルに対応する伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを選択
し、選択された該伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコードを該移動局に割り
当てる割当部を具備することを要旨とする。
【発明の効果】
【００１５】
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　以上説明したように、本発明によれば、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣを複数の移動局ＵＥに対し
て均等に割り当てることによって、特定のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが用いられるＥ-ＡＧＣＨを
所望の移動局ＵＥに対して送信することができなかったり、各Ｅ-ＡＧＣＨの送信頻度に
偏りが生じてしまったりするという問題点を解決することができる移動通信方法、移動通
信システム及び無線基地局を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成）
　図１乃至図４を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの構成につ
いて説明する。
【００１７】
　本実施形態では、上述した３ＧＰＰで規定されているＥＵＬ/ＨＳＵＰＡ方式が採用さ
れている移動通信システムを例に挙げて説明するが、本発明は、かかる例に限定されるも
のではない。
【００１８】
　図１に示すように、本実施形態に係る移動通信システムは、無線制御装置ＲＮＣと、無
線基地局ＮｏｄｅＢと、移動局ＵＥとを具備している。
【００１９】
　無線基地局ＮｏｄｅＢは、図２に示すように、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ空間情報受信部１１
と、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２と、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ通知部１３とを具備している。
【００２０】
　Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ空間情報受信部１１は、無線制御装置ＲＮＣによって指定された複
数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを示すＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ空間情報を受信するように構成されてい
る。
【００２１】
　Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、移動局ＵＥからのＥＵＬ通信開始要求（通信開始要
求）を受信した場合、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ空間情報受信部１１によって受信されたＥ-ＡＧ
ＣＨ用ＣＣ空間情報によって示される複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、最も少ない数
の移動局に対して割り当てられているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択し、選択されたＥ-ＡＧＣ
Ｈ用ＣＣを当該移動局ＵＥに割り当てるように構成されている。
【００２２】
　また、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択した場合、選
択したＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、最も小さい識別番号を有するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、
かかる移動局ＵＥに割り当てるように構成されていてもよい。
【００２３】
　また、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、小さい識別番号を有するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣか
ら順番に繰り返し、ＥＵＬ通信開始要求を送信した各移動局ＵＥに割り当てていくように
構成されていてもよい。
【００２４】
　図３の例では、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃０→Ｅ-ＡＧＣ
Ｈ用ＣＣ＃１→…→Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃ｎ→Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃０→…の順番で、ＥＵ
Ｌ通信開始要求を送信した各移動局ＵＥ＃１、＃２、…、＃３ｎにＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを
割り当てていくように構成されていてもよい。
【００２５】
　このように、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、無線制御装置ＲＮＣによって指定され
た各Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣが割り当てられる移動局数が均等になるように、複数のＥ-ＡＧＣ
Ｈ用ＣＣの移動局ＵＥに対する割り当てを制御するように構成されている。
【００２６】
　Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ通知部１３は、ＥＵＬ通信開始要求を送信した移動局ＵＥに対して
割り当てたＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、無線制御装置ＲＮＣに通知するように構成されている
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。
【００２７】
　具体的には、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ通知部１３は、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、ＮＢＡＰ
シグナリング等によって、無線制御装置ＲＮＣに通知するように構成されている。
【００２８】
　無線制御装置ＲＮＣは、図４に示すように、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ空間情報通知部２１と
、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当結果受信部２２と、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ通知部２３とを具備して
いる。
【００２９】
　Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ空間情報通知部２１は、無線基地局ＮｏｄｅＢに対して、移動局Ｕ
Ｅに割り当て可能な複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを指定するように構成されている。
【００３０】
　Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当結果受信部２２は、無線基地局ＮｏｄｅＢから、ＥＵＬ通信開
始要求を送信した移動局ＵＥに対するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの割当結果を受信するように構
成されている。
【００３１】
　Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ通知部２３は、ＥＵＬ通信開始要求を送信した移動局ＵＥに対して
割り当てられたＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、当該移動局ＵＥに対して通知するように構成され
ている。
【００３２】
　具体的には、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ通知部２３は、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、ＲＲＣシ
グナリング等によって、移動局ＵＥに通知するように構成されている。
【００３３】
　また、移動局ＵＥは、無線基地局ＮｏｄｅＢによって割り当てられた（すなわち、無線
制御装置ＲＮＣのＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ通知部２３によって通知された）Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ
に対応するＥ-ＡＧＣＨを介して通知された伝送速度を用いて、上りユーザデータを送信
するように構成されている。
【００３４】
　具体的には、移動局ＵＥは、ＡＧを特定するインデックスと、トランスポートブロック
とを関連付けて管理しており、上述のＥ-ＡＧＣＨを介して通知されたＡＧ（Ａｂｓｏｌ
ｕｔｅ　Ｇｒａｎｔ）に対応するトランスポートブロックサイズで、上りユーザデータを
送信するように構成されている。
【００３５】
　また、移動局ＵＥは、ＡＧを特定するインデックスと、Ｅ-ＤＰＤＣＨ（Ｅ-ＤＣＨ　Ｄ
ｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ）とＤＰＣＣＨ（Ｄｅ
ｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）との送信電力比
とを関連付けて管理しており、上述のＥ-ＡＧＣＨを介して通知されたＡＧに対応する送
信電力比によって、上りユーザデータを送信するように構成されている。
【００３６】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作）
　図５及び図６を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につ
いて説明する。第１に、図５を参照して、本実施形態に係る移動通信システムの全体動作
について説明する。
【００３７】
　図５に示すように、ステップＳ１０１において、無線制御装置ＲＮＣが、無線基地局Ｎ
ｏｄｅＢに対して、移動局ＵＥに割り当て可能な複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ（Ｅ-ＡＧＣＨ
用ＣＣ空間）を指定する。
【００３８】
　ステップＳ１０２において、新規移動局ＵＥが、無線基地局ＮｏｄｅＢに対して、ＥＵ
Ｌ通信開始要求を送信すると、ステップＳ１０３において、当該無線基地局ＮｏｄｅＢが
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、無線制御装置ＲＮＣによって指定されている複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ（Ｅ-ＡＧＣＨ用
ＣＣ空間）の中から、新規移動局ＵＥに対して割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを決定する
。
【００３９】
　ステップＳ１０４において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、新規移動局ＵＥに対して割り当
てたＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、無線制御装置ＲＮＣに通知する。
【００４０】
　ステップＳ１０５において、無線制御装置ＲＮＣは、新規移動局ＵＥに対して、かかる
Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣを通知する。
【００４１】
　ステップＳ１０６において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、新規移動局ＵＥに対して、かか
るＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣに対応するＥ-ＡＧＣＨを介して伝送速度を通知し、新規移動局ＵＥ
は、かかる伝送速度で、上りユーザデータを送信する。
【００４２】
　ここで、図６を参照して、ステップＳ１０３における新規移動局ＵＥに対して割り当て
るＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを決定方法について説明する。
【００４３】
　図６に示すように、ステップＳ２０１において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、無線制御装
置ＲＮＣによって指定されている複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの各々が割り当てられている
移動局ＵＥの数を検索する。
【００４４】
　ステップＳ２０２において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、最も少ない移動局に対して割り
当てられているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが存在するか否かについて判定する。
【００４５】
　かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが存在すると判定された場合、ステップＳ２０３において、
無線基地局ＮｏｄｅＢは、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが１つであるか否かについて判定す
る。
【００４６】
　かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが１つであると判定された場合、ステップＳ２０４において
、無線基地局ＮｏｄｅＢは、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、新規移動局ＵＥに対して割り
当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣとして決定する。
【００４７】
　一方、ステップＳ２０２において、最も少ない移動局に対して割り当てられているＥ-
ＡＧＣＨ用ＣＣが存在しないと判定された場合、ステップＳ２０５において、無線基地局
ＮｏｄｅＢは、無線制御装置ＲＮＣによって指定されている複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの
中から、最小の識別番号を有するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ、或いは、ランダムに選択したＥ-Ａ
ＧＣＨ用ＣＣを、新規移動局ＵＥに対して割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣとして決定する
。
【００４８】
　また、ステップＳ２０３において、最も少ない移動局に対して割り当てられているＥ-
ＡＧＣＨ用ＣＣが１つでないと判定された場合、ステップＳ２０５において、無線基地局
ＮｏｄｅＢは、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、最小の識別番号を有するＥ-ＡＧＣＨ
用ＣＣ、或いは、ランダムに選択したＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、新規移動局ＵＥに対して割
り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣとして決定する。
【００４９】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの作用・効果）
　本実施形態に係る移動通信システムによれば、最も少ない数の移動局に対して割り当て
られているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを新規移動局ＵＥに対して割り当てるように構成されてい
るため、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣを複数の移動局ＵＥに対して均等に割り当てることができ、
特定のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが用いられるＥ-ＡＧＣＨを所望の移動局ＵＥに対して送信する
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ことができなかったり、各Ｅ-ＡＧＣＨの送信頻度に偏りが生じてしまったりするという
問題点を解決することができる。
【００５０】
（本発明の第２の実施形態に係る移動通信システム）
　図７及び図８を参照して、本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。以下、本実施形態に係る移動通信システムについて、上述の第１の実施形態に係
る移動通信システムとの相違点に着目して説明する。
【００５１】
　本実施形態に係る移動通信システムにおいて、無線基地局ＮｏｄｅＢのＥ-ＡＧＣＨ用
ＣＣ割当部１２は、移動局ＵＥからＥＵＬ通信開始要求を受信した場合、無線制御装置Ｒ
ＮＣによって指定された複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣのうち、かかる移動局ＵＥのグループ
識別子（Ｅ-ＲＮＴＩ：Ｅ-ＤＣＨ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　
Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）に対応するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、最も少ない数の移動局に対
して割り当てられているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択するように構成されている。
【００５２】
　図７に示すように、本実施形態に係る移動通信システムでは、Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｅ-Ｒ
ＮＴＩは、移動局ＵＥごとに個別に設定される個別識別子として用いられており、Ｓｅｃ
ｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩは、複数の移動局ＵＥからなるグループごとに設定されるグ
ループ識別子として用いられている。
【００５３】
　図７の例では、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩ＃Ａに対応するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣは
、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃１及びＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃２であり、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｅ-
ＲＮＴＩ＃Ｂに対応するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣは、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃ｎ-１及びＥ-ＡＧＣ
Ｈ用ＣＣ＃ｎである。
【００５４】
　なお、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣとＳｅｃｏｎｄａｒ
ｙ　Ｅ-ＲＮＴＩとの対応関係について管理するように構成されている。
【００５５】
　したがって、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩ＃Ａ
が設定されている移動局ＵＥからＥＵＬ通信開始要求を受信した場合、Ｅ-ＡＧＣＨ用Ｃ
Ｃ＃１及びＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃２の中から、最も少ない数の移動局に対して割り当てら
れているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、当該移動局ＵＥに対して割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣと
して選択するように構成されている。
【００５６】
　また、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩ＃Ｂが設定
されている移動局ＵＥからＥＵＬ通信開始要求を受信した場合、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃ｎ-
１及びＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃ｎの中から、最も少ない数の移動局に対して割り当てられて
いるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、当該移動局ＵＥに対して割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣとして
選択するように構成されている。
【００５７】
　以下、本実施形態に係る移動通信システムの動作について説明する。本実施形態に係る
移動通信システムの全体動作は、図５に示す第１の実施形態に係る移動通信システムの全
体動作と同一であるため、図８を参照して、図５に示すステップＳ１０３における新規移
動局ＵＥに対して割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを決定方法について説明する。
【００５８】
　図８に示すように、ステップＳ３０１において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、新規移動局
ＵＥからＥＵＬ通信開始要求を受信した場合、新規移動局ＵＥに対してＳｅｃｏｎｄａｒ
ｙ　Ｅ-ＲＮＴＩが設定されているか否かについて判定する。
【００５９】
　Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩが設定されていると判定された場合、ステップＳ３
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０２において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、無線制御装置ＲＮＣによって指定されている複
数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、新規移動局ＵＥに対して設定されているＳｅｃｏｎｄ
ａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩに対応するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを抽出し、抽出したＥ-ＡＧＣＨ用Ｃ
Ｃの各々が割り当てられている移動局ＵＥの数を検索する。
【００６０】
　一方、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩが設定されていないと判定された場合、ステ
ップＳ３０３において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、無線制御装置ＲＮＣによって指定され
ている複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの各々が割り当てられている移動局ＵＥの数を検索する
。
【００６１】
　ステップＳ３０４において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、最も少ない移動局に対して割り
当てられているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが存在するか否かについて判定する。
【００６２】
　かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが存在すると判定された場合、ステップＳ３０５において、
無線基地局ＮｏｄｅＢは、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが１つであるか否かについて判定す
る。
【００６３】
　かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが１つであると判定された場合、ステップＳ３０６において
、無線基地局ＮｏｄｅＢは、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、新規移動局ＵＥに対して割り
当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣとして決定する。
【００６４】
　一方、ステップ３０４において、最も少ない移動局に対して割り当てられているＥ-Ａ
ＧＣＨ用ＣＣが存在しないと判定された場合、ステップＳ３０７において、無線基地局Ｎ
ｏｄｅＢは、無線制御装置ＲＮＣによって指定されている複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中
から、最小の識別番号を有するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ、或いは、ランダムに選択したＥ-ＡＧ
ＣＨ用ＣＣを、新規移動局ＵＥに対して割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣとして決定する。
【００６５】
　また、ステップＳ３０５において、最も少ない移動局に対して割り当てられているＥ-
ＡＧＣＨ用ＣＣが１つでないと判定された場合、ステップＳ３０７において、無線基地局
ＮｏｄｅＢは、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、最小の識別番号を有するＥ-ＡＧＣＨ
用ＣＣ、或いは、ランダムに選択したＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、新規移動局ＵＥに対して割
り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣとして決定する。
【００６６】
　本実施形態に係る移動通信システムによれば、新規移動局ＵＥに設定されているＳｅｃ
ｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩに対応する複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、最も少ない数
の移動局に対して割り当てられているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択して新規移動局ＵＥに対
して割り当てるように構成されているため、同一のＳｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩに
属する複数の移動局ＵＥに対してＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを均等に割り当てることができ、当
該Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩに対応する特定のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが用いられるＥ
-ＡＧＣＨを所望の移動局ＵＥに対して送信することができなかったり、各Ｅ-ＡＧＣＨの
送信頻度に偏りが生じてしまったりするという問題点を解決することができる。
【００６７】
（本発明の第３の実施形態に係る移動通信システム）
　本発明の第３の実施形態に係る移動通信システムについて、上述の第１及び第２の実施
形態に係る移動通信システムとの相違点に着目して説明する。
【００６８】
　本実施形態では、無線基地局ＮｏｄｅＢにおけるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２が、移
動局ＵＥからのＥＵＬ通信開始要求を受信した場合、無線制御装置ＲＮＣによって指定さ
れた複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ（複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコ
ード）の中から、過去の所定期間において最も多く「Ｚｅｒｏ　Ｇｒａｎｔ」以外のＡＧ



(11) JP 5081706 B2 2012.11.28

10

20

30

40

50

（伝送速度）を通知したＥ-ＡＧＣＨ（伝送速度制御チャネル）に対応するＥ-ＡＧＣＨ用
ＣＣ（伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコード）を選択するように構成され
ている。
【００６９】
　例えば、過去の所定期間内において、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃１に対応するＥ-ＡＧＣＨ＃
１では、ほとんど「Ｚｅｒｏ　Ｇｒａｎｔ」が通知されており、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃２
に対応するＥ-ＡＧＣＨ＃２では、ほとんど「Ｚｅｒｏ　Ｇｒａｎｔ」以外のＡＧが通知
されている場合、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ＃２を選択するよ
うに構成されている。
【００７０】
　また、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、図６に示すフローチャートにおいて、ステッ
プＳ２０５の動作の代わりに、無線制御装置ＲＮＣによって指定された複数のＥ-ＡＧＣ
Ｈ用ＣＣの中から、過去の所定期間において最も多く「Ｚｅｒｏ　Ｇｒａｎｔ」以外のＡ
Ｇを通知したＥ-ＡＧＣＨに対応するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択する動作を行うように構成
されていてもよい。
【００７１】
　すなわち、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、移動局ＵＥからのＥＵＬ通信開始要求を
受信した場合、無線制御装置ＲＮＣによって指定された複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中か
ら、最も少ない数の移動局に対して割り当てられている伝送速度制御チャネル用チャネラ
イゼーションコードを選択し、複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択した場合、選択したＥ-Ａ
ＧＣＨ用ＣＣの中から、過去の所定期間において最も多く「Ｚｅｒｏ　Ｇｒａｎｔ」以外
のＡＧを通知したＥ-ＡＧＣＨに対応するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択する動作を行うように
構成されていてもよい。
【００７２】
　また、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、図８に示すフローチャートにおいて、ステッ
プＳ３０７の動作の代わりに、無線制御装置ＲＮＣによって指定された複数のＥ-ＡＧＣ
Ｈ用ＣＣの中から、過去の所定期間において最も多く「Ｚｅｒｏ　Ｇｒａｎｔ」以外のＡ
Ｇを通知したＥ-ＡＧＣＨに対応するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択する動作を行うように構成
されていてもよい。
【００７３】
　すなわち、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、無線制御装置ＲＮＣによって指定された
複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣのうち、かかる移動局ＵＥのグループ識別子（Ｅ-ＲＮＴＩ：Ｅ
-ＤＣＨ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）に対
応するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、過去の所定期間において最も多く「Ｚｅｒｏ　Ｇｒ
ａｎｔ」以外のＡＧを通知したＥ-ＡＧＣＨに対応するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択する動作
を行うように構成されていてもよい。
【００７４】
（本発明の変更例１）
　本発明の変更例１に係る移動通信システムについて、上述の第１及び第２の実施形態に
係る移動通信システムとの相違点に着目して説明する。
【００７５】
　本変更例１では、無線基地局ＮｏｄｅＢにおけるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２が、移
動局ＵＥからのＥＵＬ通信開始要求を受信した場合、無線制御装置ＲＮＣによって指定さ
れた複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ（複数の伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコ
ード）の中から、単位時間において最も少ない数の移動局ＵＥに対して割り当てられてい
るＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ（伝送速度制御チャネル用チャネライゼーションコード）を選択す
るように構成されている。
【００７６】
　ＥＵＬ方式が適用されている移動通信システムでは、２ｍｓ及び１０ｍｓの２種類のＴ
ＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）が適用可能である。
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【００７７】
　ここで、２ｍｓのＴＴＩと１０ｍｓのＴＴＩが混在している場合、上述の第１及び第２
の実施形態に係る移動通信システムのように、無線基地局ＮｏｄｅＢにおけるＥ-ＡＧＣ
Ｈ用ＣＣ割当部１２が、ＴＴＩ長を考慮することなく、無線制御装置ＲＮＣによって指定
された複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ）の中から、最も少ない数の移動局ＵＥに対して割り当
てられているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択することによって、Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ毎に移動局
ＵＥを均等に配分するように構成されている。
【００７８】
　かかる場合、１０ｍｓのＴＴＩの呼によるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの占有時間が、２ｍｓの
ＴＴＩの呼によるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの占有時間の５倍であるため、図９に示すように、
各Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣに対応するＥ-ＡＧＣＨの送信頻度に偏りが生じる可能性がある。
【００７９】
　したがって、無線基地局ＮｏｄｅＢにおけるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部１２は、移動局
ＵＥからのＥＵＬ通信開始要求を受信した場合、無線制御装置ＲＮＣによって指定された
複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、単位時間において最も少ない数の移動局ＵＥに対し
て割り当てられているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを選択することによって、図１０に示すように
、各Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣに対応するＥ-ＡＧＣＨの送信頻度を均等になるように構成されて
いる。
【００８０】
　以下、図１１及び図１２を参照して、本変更例１に係る移動通信システムの動作につい
て説明する。なお、本変更例１に係る移動通信システムの全体動作は、図５に示す上述の
第１の実施形態に係る移動通信システムの全体動作と同一である。
【００８１】
　第１に、図１１を参照して、図５におけるステップＳ１０３における新規移動局ＵＥに
対して割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを決定方法（第１の実施形態に対応）について説明
する。
【００８２】
　図１１に示すように、ステップＳ４０１において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、無線制御
装置ＲＮＣによって指定されている複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの各々が割り当てられてい
る移動局ＵＥの数を検索する。
【００８３】
　ステップＳ４０２において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、最も少ない移動局に対して割り
当てられているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが１つだけ存在するか否かについて判定する。
【００８４】
　かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが１つだけ存在すると判定された場合、ステップＳ４０３に
おいて、無線基地局ＮｏｄｅＢは、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、新規移動局ＵＥに対し
て割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣとして決定する。
【００８５】
　一方、ステップＳ４０２において、最も少ない移動局に対して割り当てられているＥ-
ＡＧＣＨ用ＣＣが１つだけ存在するという状況でないと判定された場合、ステップＳ４０
４において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、無線制御装置ＲＮＣによって指定されている複数
のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、最小の識別番号を有するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ、或いは、ラ
ンダムに選択したＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、新規移動局ＵＥに対して割り当てるＥ-ＡＧＣＨ
用ＣＣとして決定する。
【００８６】
　ステップＳ４０５において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、当該新規移動局ＵＥに対して適
用されているＴＴＩが２ｍｓであるか否かについて判定する。
【００８７】
　２ｍｓであると判定された場合、ステップＳ４０６において、ステップＳ４０３又はＳ
４０４で選択されたＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの割り当て済みＵＥ数を「１」だけ増加させる。
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【００８８】
　一方、２ｍｓでない（すなわち、１０ｍｓである）と判定された場合、ステップＳ４０
７において、ステップＳ４０３又はＳ４０４で選択されたＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの割り当て
済みＵＥ数を「５」（すなわち、当該新規移動局ＵＥに対して適用されているＴＴＩ（１
０ｍｓ）を基準ＴＴＩ（２ｍｓ）で除算した商）だけ増加させる。
【００８９】
　第２に、図１２を参照して、図５におけるステップＳ１０３における新規移動局ＵＥに
対して割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを決定方法（第２の実施形態に対応）について説明
する。
【００９０】
　図１２に示すように、ステップＳ５０１において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、新規移動
局ＵＥからＥＵＬ通信開始要求を受信した場合、新規移動局ＵＥに対してＳｅｃｏｎｄａ
ｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩが設定されているか否かについて判定する。
【００９１】
　Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩが設定されていると判定された場合、ステップＳ５
０２において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、無線制御装置ＲＮＣによって指定されている複
数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、新規移動局ＵＥに対して設定されているＳｅｃｏｎｄ
ａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩに対応するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを抽出し、抽出したＥ-ＡＧＣＨ用Ｃ
Ｃの各々が割り当てられている移動局ＵＥの数を検索する。
【００９２】
　一方、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｅ-ＲＮＴＩが設定されていないと判定された場合、ステ
ップＳ５０３において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、無線制御装置ＲＮＣによって指定され
ている複数のＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの各々が割り当てられている移動局ＵＥの数を検索する
。
【００９３】
　ステップＳ５０４において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、最も少ない移動局に対して割り
当てられているＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが１つだけ存在するか否かについて判定する。
【００９４】
　かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣが１つだけ存在すると判定された場合、ステップＳ５０５に
おいて、無線基地局ＮｏｄｅＢは、かかるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、新規移動局ＵＥに対し
て割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣとして決定する。
【００９５】
　一方、ステップ５０４において、最も少ない移動局に対して割り当てられているＥ-Ａ
ＧＣＨ用ＣＣが１つだけ存在するという状況でないと判定された場合、ステップＳ５０６
において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、無線制御装置ＲＮＣによって指定されている複数の
Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣの中から、最小の識別番号を有するＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣ、或いは、ラン
ダムに選択したＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを、新規移動局ＵＥに対して割り当てるＥ-ＡＧＣＨ用
ＣＣとして決定する。
【００９６】
　ステップＳ５０７において、無線基地局ＮｏｄｅＢは、当該新規移動局ＵＥに対して適
用されているＴＴＩが２ｍｓであるか否かについて判定する。
【００９７】
　２ｍｓであると判定された場合、ステップＳ５０８において、ステップＳ５０５又はＳ
５０６で選択されたＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの割り当て済みＵＥ数を「１」だけ増加させる。
【００９８】
　一方、２ｍｓでない（すなわち、１０ｍｓである）と判定された場合、ステップＳ４０
７において、ステップＳ５０５又はＳ５０６で選択されたＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの割り当て
済みＵＥ数を「５」（すなわち、当該新規移動局ＵＥに対して適用されているＴＴＩ（１
０ｍｓ）を基準ＴＴＩ（２ｍｓ）で除算した商）だけ増加させる。
【００９９】
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　本変更例１に係る移動通信システムによれば、異なるＴＴＩを用いる移動局ＵＥが混在
している場合であっても、各Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣに対応するＥ-ＡＧＣＨの送信頻度の偏り
を低減し、コードリソースの有効活用を実現することができる。
【０１００】
　なお、上述の移動局ＵＥや無線基地局ＮｏｄｅＢや無線制御装置ＲＮＣの動作は、ハー
ドウェアによって実施されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジ
ュールによって実施されてもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【０１０１】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【０１０２】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、移動局ＵＥ及び無線基地局ＮｏｄｅＢや無線制御装置ＲＮＣ内に設けられ
ていてもよい。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネント
として移動局ＵＥや無線基地局ＮｏｄｅＢや無線制御装置ＲＮＣ内に設けられていてもよ
い。
【０１０３】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【図面の簡単な説明】
【０１０４】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムにおいてＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの
割り当て方法を説明するための図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る無線制御装置の機能ブロック図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体動作を示すフローチャー
トである。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムにおいて移動局ＵＥに対して無
線基地局がＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを割り当てる動作を示すフローチャートである。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムにおいてＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの
割り当て方法を説明するための図である。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る移動通信システムにおいて移動局ＵＥに対して無
線基地局がＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを割り当てる動作を示すフローチャートである。
【図９】本発明の変更例１に係る移動通信システムにおいてＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの割り当
て方法を説明するための図である。
【図１０】本発明の変更例１に係る移動通信システムにおいてＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣの割り
当て方法を説明するための図である。
【図１１】本発明の変更例１に係る移動通信システムにおいて移動局ＵＥに対して無線基
地局がＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを割り当てる動作を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の変更例１に係る移動通信システムにおいて移動局ＵＥに対して無線基
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地局がＥ-ＡＧＣＨ用ＣＣを割り当てる動作を示すフローチャートである。
【図１３】従来の移動通信システムにおける問題点を説明するための図である。
【符号の説明】
【０１０５】
ＮｏｄｅＢ…無線基地局
１１…Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ空間情報受信部
１２…Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当部
１３、２３…Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ通知部
ＲＮＣ…無線制御装置
２１…Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ空間情報通知部
２２…Ｅ-ＡＧＣＨ用ＣＣ割当結果受信部
ＵＥ…移動局

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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